
9  

問』、

、ふ

兵庫県朝来郡田路ク号ノスシダ採集詑
建 苦E 潤憲

福田菊市民〈旧姓川中〉は昭和10年12月23日朝来郡| 己メワラビモドキがある。谷川を渡る時、谷へっき出
朝来町く当時山口村〉回路橋ガ谷でクモノスシ〆を採| た古木に少量のピ口ウドシ〆とチヤセ Y :Y〆が着いて
集した。〈福田氏/ 戸トによる〉ここへは三月地方を
綿密に歩かれた荒木英一氏も行っているが、氏の民か
、るのがれていたようである。福田氏はその後兵庫県博
物学会誌、植物趣味に低穏の樋物目録や新和見を報告

いた。この頃からキヨタキシダ、ヌロワラビが多く見
られる。 2 株だけであるが道端に己ロハヤプソテY が
あり、その上の岩にはアオネカズラ、トヨf " / . 三干の大木
にはすシヤゴジデングのよく出来たのがたくさん着い

! しているが、回路産グモノスシダにはふれていない。 Iていた。何回も谷を渡るが主主るにつれてゲジゲジ y
昭和16年に初めて兵庫県博物学会誌第20号の但馬植物| 〆、ヅュウモシジシグ、ヌリワラぜなどの出来がよく
雑s 及び但馬植物目録業 3 に写真を添えて報告した。 Iなり、イワガネゼシマイ、オオタジヤグy ダ、ヤマヤ
ところで標木をどこえも配布しなかったく福田氏談) I プソア Y があり、オオパチドメグ: サ、( ナタデ、キパ
ので案外知られず今日に三さったわけである。私は氏の| ナアキギリなど秋の草木類の花が見られた。
発表当時から知っており-ll毛布ってみたいと思ってい| 最後に道が渓流をそれて杉林の中を左手へ登って行
たのと、近年児玉・瀬戸・中山 3氏編近畿地方羊歯縞| くじ目的の滝が昨日の雨で水量を増し飛沫となって
物目録に記録されていないことから、却問地へ行つ| 落下する壮観が見えてきた。滝の手前の炭焼小屋に荷
て確認したいと考え、稲田叉男氏とも話し合っていた| 物を置いて目的の岩壁へ行くため山を登って横から進
が好機がなくそのままになっていた。 ・ | んだ o とのあたりにはタイミンガサの開花が見られ
9 月2 日福田氏から 10年ぶりに採集を再開するとの| た。茂みをぬけると好都合に岩場へ出たので福田氏に

幸便に接したので早速クモノスν〆採集につい〈お願| 教えられよじのぼって採集した。グモノスシダの主寄生
したところ、わざわぎ下調べをして下さり、現在も生| しているのは小部分で、見たところ岩は石灰岩ではな
育しているから案内しようとの御} 事意ある返信を受け| い。かなり危険な場所で発育のよくないりレデシ〆が
たo 、 | あり、手のとどかない所に数株のハコネγ ダ、も見られ
稲田氏は奥様の御病気で参加不能。私は休日が次々 Ik o  

差っかえるので止むなく一人で台風の余波の去らぬ 9 Iものである。
月18日雨の中を夜にスって播但線新井の福田氏宅に差| 小屋に引返して採集物を整銀、思食を終ったのが 2
いて驚かし恐縮した o 12時頃までいろいろ懐旧談や朝| 時近く、休む間もなく帰途についた。途中谷川の向う
来郡の植物についての話に花がさき、但馬の植物はな| の古木についているヒメノキシノブを採りに行き蘇座
かなか面白いと思った。 Iの中にカラグサシ〆が見つかった。了度新葉の出たと
19日は快晴o 8時自転車で出発、途中北垣増治氏が| ころで古い葉と両方が採れて好都合であったu 昨夜カ

"  

加わられた。橋ヶ谷の7¥口まで約 5 k m o ここで自転
王手をあずけて回路川の丸木橋を渡り山道にかかった。
回路)JJ . は播但国境段が峯、(110めから発する円山川! の
交流で、橋をj麗らない. L 'JJIにそうと段ガ峯へ行くこと
ができる。措谷は回路川へ流れ7¥る渓流である。
山道にかかるとホシ主t¥ ブユノハナワラピ、 サラ
ピ、トラノオY 〆などがあり、第一の橋を渡った上の
杉林には全長 75 c m、奨身50 c mの鬼事なコタニワ、タ
リやすすヒメワラビ、ヒメワラピがある。登るにつれ
てゲジゲジy 〆、 イヌガンソグ、 ゼνマイ、 ミゾシ
! / ' ，シヶチシグ、 Y ヤナシイノデ、ジュウモシグシ
〆、グマワラピ、ヤマイタチシダなどが出てくる。昨
日までの雨‘::Z:7. K が多く谷が渡れないのが残念である。

ラグサシダ、の標本をl所望された福田氏は大玄びであっ
た。叉ここで 1株オシ〆があったのは本日最後の収監
であった。こうして多年の宿望がかない 4 時過ぎ福田
氏宅へ帰ることができた。
さてグモノスγ !fは全世界に 1 属 2 種。北米に

Camptosorus rhizophyl1u日 (L.) Link があり、グモ
ノスγ〆 C. sitiricus Rupr. は東亜特産の横物で支
那〈河北、山東〉、満州、蒙台、プム{ ノレ、朝鮮、日本
( 北海道、本州、四園、九州、Dに広く分布はするが多産
のものではない。叉右灰岩特有の如く考えられていた
が必ずしもそうでないことが朗らかにされていて、回
路もその一例である。近畿地方羊歯植物目録。953 に
よると、 和歌山県: 高野山、ヨ重県: 藤原岳、壬生
野、大杉谷、奈良県: 柏木・^ の波問、洞川、山上
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以上で文献に依る兵庫県産ョガネムシ調査研究の経| された標添類の目録を戸沢信義氏の編で H紫1.1<遺稀iH  
過を見て来たが始めに記した如く何分貧弱な筆者の文| の別巻として発行されたものをス手するを得たのでこ
献に依ったものであるから不充分な結果に終ってしま| とに紹介して置く。芝川氏の採集をされたのは1903年
った今後引続きとの仕事を為し他日より完成に近いも| 前後からで当時の採集地は主として芝川氏の別邸のあ
のをつくりたいものだと場えて麗る。 Iった須磨、甲東村大市である。同氏の標本は長く同氏
なお日本の昆虫学史に関する文献には次の如く良い| 別邸に減せられて居たのを鈴木元次郎氏が整理し、戸
ものがあるので参考迄に其のいくらかを記して置く。 I沢氏が管理して居られたが1946年宝塚昆虫館に寄贈せ
1. 言宅慣方、昆虫学汐l論、下巻 (1937). 2 ，日| られ今もなお問所に保存されて麗る。

独独文化協会、シ戸ボル干研究( 193) 8. 3 ，村山醸! との紫71 < 遺稿別巻は戸沢信義氏の編で芝川家所要義昆
造、 Dr. Johan J. Rein の採集旅表、昆虫研究、] [ ， I虫標本目録は 283頁にわたり鈴木涜次郎、橋貴涯豆、
1  ， PP. 14-18 (1938). 4 ，上野益三、日本生物学| 玉沢修三郎氏などに依り同定せられて農る。発行年度
の歴史、教養文庫 (1939). 5 ，上野益三、日本生物煙| は昭和11年 (1936) である、ョガネムシ科は44撞記さ
史の構成、あきつ、l J l ， 1 ， pp. 1-1419 く41). .6 ， Iれてあるが産地の朗記の無いもの、台湾、清洲なども
東光治、日京昆虫二千六百年史、室塚昆虫館報、 No. Iふくまれて居る。兵庫県関係は次の 7種のみで別に珍
5  (1941)， 7 ，白井光太郎、日本博物年表 (1943).
8 ，江崎悌豆、日本昆虫学史話( 1 - 5 )、虫・自然、
No. 16-20 (1947-8). 9 ，上野益言、生物学史雑話、
生現金強、 1 ， 1 - 4  (1947). 10. 江崎悌言、日本
島虫学史話、む戸時代議、新昆虫、 y -札 8 -1281 
(1952-3). 11， EI;;$:学術会議・日木植物学会、 グユ
νベ] J
〈追 書白 |  
本篇脱稿後前交に記して置いた芝川叉之助氏の採集|

しい穫は無い。
Onthophagus viridius H A R O L D コプ q ルコガネほ
O. atrip阻 nis W  A T E R H O U S E と学名はなると恩われる
α質勝〉。すすブタホy マグゾコガネ〈須隠〉、サグラコ
ガネ〈鳴尾〉、学名はA . daimiana である。セマグラ
コガネ〈須磨〉、チヤイロコガネ〈甲東園トコアオハ
ナムグリ〈甲東園〉、アカビロウドコガネ〈須陰〉。

(July-1954) 
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母、商原・輔山閥、大阪府: 西野勢村、野機市、滋賀| 朝来郡朝来町回路橋ガ義務集掌諺類目録
県: 伊吹山、綿向山、鈴Jr岳、芹谷が確実な産地として l プユノハナワラぜ、ゼνマイ、ウチザゴケ、ハコネ
あげられ、京都府、兵庫県は確認されていない。とと I$"ダ、ググヤグシグ、イワガネゼシマイ、カヲグザシ
に福岡氏によって採集記録されながら長らく近畿のγ| グ、' 7 ラピ、すすメノイノモトソウ、明日' 7 ラピ、オ
グ愛好家に知られなかった回路のグモノスシグを再確| すヒメワラピ、ミヤマシグシグ、すすヒメワラピモド
認できたことは福間氏の御厚意によるもので厚〈感謝 lキ、ヒロハイヌワラ1 ! 、 $"Jrチ$ " zt、ヤプソ

志家で、往年の、活躍ぶりを思い出すとプロラの探究さ I$"グ、ヤ吋イタチシグ、オシダ、すすグジヤグシダ、
れていない但馬には氏の今後の探査に期待するところ| ベニ辛ノダ、グ吋ワヲピ、ミゾ$"!I'、イ宮ガ y ソグ、グ
が多い。次に当日採集したシグの目録を記して種h お| ジグヅシグ、 'Y Jレデシグ¥ イノデ、イノデモドキ、サ
世話になった御礼とし. 回路のグモノスγグ発見者福| カゲイノデ、 Y ヤ十シイノデ、グュウモングシグ、 p

終りに標本の御同定を賜り、グモノスシダの分布そ| 〆、チヤセ Y シグ、イワトラノ才、グモノスシ!I'‘コ
の他に御教示を仰いだ国川基二先生に御礼申し上げ| タニワタロ、ノキシノプ、ヒメノキシノプ、オシヤグ
る。 I ジデνダ、 アオネカズラ、 ビロウドシ〆、 (Oct.25.

1954) 
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